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Ⅰ はじめに 

私が福祉を学びたいと思ったきっかけは、病気が

ちな祖父母の助けになりたいと思ったからです。そ

れぞれ持病があった祖父母が、日常生活を少しでも

過ごしやすいと感じてくれるような支援を学びた

いと思い、社会福祉科のある高校へ進学しました。

１年次の私は、利用者様と会話をしても一方通行で、

うまくコミュニケーションを取ることができませ

んでした。本当は楽しいはずの会話がいつしか苦手

意識を持ち、自信を無くしたまま、消極的になって

いる自分がいました。２年次実習ではそんな自分を

変え、利用者様と心から楽しめる会話がしたいと、

実習前に様々な話題や昔の歌、レクリエーションな

どを調べ、自分なりの準備をして臨みました。実習

先も地域密着型介護老人福祉施設へと変わり、初め

ての環境の中で利用者様との関係を築いていける

のか、とても不安でいっぱいでした。しかし、実習

が始まると予想以上に利用者様との会話が楽しく、

日を重ねるごとにその不安は解けていきました。利

用者様も私の名前を覚えてくださり、「あいちゃん

これ手伝って」や「あいちゃん頼むわ」など頼って

もらえる心地よさを実感しました。また、利用者様

への介助を行うにあたって、利用者様と介護職との

信頼関係はとても重要であることを学びました。実

習指導の方から、「もし自分が家族以外の他人から

排泄介助をしてもらうとしたらどんな気持ちにな

ると思う」と問われたとき、ハッとしました。自分

だったら申し訳ない気持ちや恥ずかしい気持ちが

あると感じ、どんな介助であっても利用者様の立場

に立って「もし自分が同じ立場だったら」と考える

ことが大切であると学びました。 

先日、高校生活の集大成となる１カ月間の長期実

習を２年次と同じ施設で実施させていただきまし

た。今回の実習では介護過程の実施を大きな目標と

し、受け持ちの利用者様を決め、その方のアセスメ

ント・介護計画の立案・実施・評価を行う過程の中

で、より良い介護のあり方を考えてきました。今回

の実習を通して、私が目指すべき介護福祉士像が見

えてきたように感じます。 

 

Ⅱ Ａ様の想いに寄り添う 

 ３年次の実習を通して担当させていただいた利

用者様（以下Ａ様）は２年次実習の時から関わらせ

ていただいていました。２年次の実習から半年以上

が経過し、久しぶりにお会いしたものの、「あいち

ゃん久しぶりやのう」と覚えてくださっており、ユ

ニットのみなさんも温かく迎えてくださいました。

Ａ様の計画立案に当たってコミュニケーションの

時間を多く取り、様々な情報を聞き出しながらＡ様

の想いに寄り添う支援のあり方を模索する日々が

始まりました。Ａ様は脳出血の後遺症により左片麻

痺があり、認知症も徐々に進行している現状で、自



作３ 

分の思うように身体を動かすことができないジレ

ンマも抱えていらっしゃいました。以前は身体を動

かすことがお好きで、ソフトボールやゲートボール

など地域の大会にも参加され活躍されていたこと

から、身体を動かしながらＡ様の潜在能力を活かす

ことができないかと考えました。今回の実習期間中

は東京オリンピックが開催されており、連日テレビ

の前には利用者様が集まりみなさんで応援をされ

ていました。その中でも、人一倍熱い応援をされて

いるＡ様。そんなＡ様を見ているとあることを思い

つきました。それは、この施設内で利用者様が主役

となった施設内オリンピックを開催できないかと

いうことです。もともとＡ様は、手や足を使った運

動をしたいという想いがあったため、Ａ様と相談し

ながら「ピンポン玉入れ」競技を考えました。通常

の玉入れのように高さのあるカゴに玉を入れるの

ではなく、床に牛乳パックを切ったものを並べそれ

をカゴに見立ててピンポン玉を投げ点数を競うた

め、麻痺や障害のある利用者様でも楽しんでいただ

けるような工夫を行いました。また、この競技では、

手の握力強化と筋力維持に加え、可動域を広げる効

果も期待でき、Ａ様の潜在能力を活かすことにも繋

がると考えました。さらに、施設内オリンピックに

向けて介護計画を立案することで、Ａ様の意欲も向

上するのではないかと考え、競技の練習も計画に取

り入れることにしました。玉入れに使う道具の作成

から、貼り絵などの装飾までＡ様と一緒に行いまし

た。玉入れの練習に加え、体力維持のために、グー

パー運動や足あげ運動、手すりを使って立位の練習

なども行い、目標回数に達することができたら一緒

にカレンダーに一シールを貼っていきました。約１

週間の練習期間を経て、いよいよ施設内オリンピッ

ク当日を迎えました。会場は国旗の飾り付けや得点

板など、実際のオリンピックに少しでも近づけるよ

うな工夫を行いました。ユニットの他の利用者様も

参加していいただき、約１０名の参加者で実施しま

した。Ａ様は開会式で選手宣誓され「頑張るぞ」と

いうお気持ちが伝わってきました。その後は準備体

操も入念におこない、競技を開始しました。Ａ様は、

自分の出番が来るまで緊張されていましたが、これ

までの練習の甲斐あって見事、高得点を叩き出し、

団体戦・個人戦ともに優勝することができました。

Ａ様自身、自分が優勝したことに驚かれている様子

でしたが、手作りの優勝トロフィーと賞状をお渡し

した際は、とても喜ばれ「あいちゃんありがとうね」

と言ってくださりました。介護計画の立案や施設内

オリンピックの準備は大変でしたが、Ａ様からの感

謝の気持ちをお聞きし、私自身とても幸せな気持ち

になりました。今回の実習を通して、多くの利用者

様から「ありがとう」のお言葉をいただきました。

様々な介護業務がある中で、いかに利用者理解を深

め利用者様と信頼関係を築くことができるか、この

ことが介護の幅を広げることができる鍵となるこ

とを学びました。また、Ａ様との関わりから想いに

寄り添いながら、その想いをどのようなかたちで実

現させるのか、試行錯誤を繰り返しながら答えを探

していく経験をさせていただき、介護のやりがいを

感じることができました。 

 

Ⅲ 将来に向けて 

 この社会福祉科へ入学し、多くの利用者様や地域

の方々、小中学生と出会うことができました。それ

ぞれの個性、価値観、人生観に触れ、感情が揺さぶ

られる経験を味わい、世界観をぐっと広げることが

できました。これらの出会いを通して、人と関わり、

人に希望を与え、人生に寄り添うことのできる福祉

の仕事に今、とても魅力を感じています。将来は、

介護福祉士として地元の介護老人福祉施設へ就職

し地域に貢献できる人材になれるよう努力してい

きたいと思います。 

私に福祉を学ぶきっかけを作ってくれた祖父母

は、２人とも天国へと旅立ってしまいましたが、祖

父母への想いをのせて、これから出会う多くの利用

者様に「あいちゃんがいてくれてよかったわ」と言
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っていただけるような介護福祉士を目指していき

ます。 


